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1．本研究の問題意識 

本研究は、現代英国経済の盛衰を広く英国市民社会の変容と関連づけつつ、経済社会学

の立場から、理論的に説明することを企図している。従来、英国経済の盛衰史を主として

扱ってきたのは、（当然のことながら）英国を研究対象としている経済史家たちであり、彼

らは、その「盛衰」をめぐって大きな論争を繰り広げてきた。そして少なくとも近年まで、

英国経済史学界のトレンドとしては、「英国経済衰退論」を否定する方向に傾いていたとい

う。その理由としては、サッチャー政権における「金融ビッグバン」以降、ロンドン・シ

ティを中心とした英国金融経済の大いなる活況があり、また統計データ上も、1800 年代後

半より 20 世紀の終わりまで（その間には「イギリス病」と揶揄された経済の停滞が指摘さ

れているにもかかわらず）、英国の経済は成長していたことが裏付けられているためだと思

われる。しかしながら、ここ数年の金融経済の暴走に端を発した世界的な不況を鑑みると、

金融経済に支えられているがゆえに、英国経済は衰退していないという一部経済史家の主

張は、相対化されたように思われる。ただし、経済史学界における「英国経済衰退論争」

は長期間継続し、また厳密な一次資料分析に基づくものでもあるため、相当に込み入った

ものでもある。しかしながらこの要旨では、本研究の関心に従って、その論争の重要な点

を以下のように大づかみに提示する。 

 

2．先行研究 

近年まで継続している英国経済衰退論争の歴史において特に重要な著作として、まずマ

ーティン・ウィーナーが著した『英国産業精神の衰退：文化史的接近』が挙げられる。そ

の内容は、①産業革命により 19 世紀に産業資本家がいったんは経済力をもったものの、

1850 年代には、金融資本家たるジェントルマン資本家にその座を明け渡した、②以降、英

国は「世界の工場」というより「世界の銀行」となってしまった、③その担い手たるジェ

ントルマンたちは人文教養主義やそこから導かれる経済的非合理的価値観（例：チャリテ

ィなど）を重視し、④「工学」のような合理主義的学問やそれに連なる実物経済を軽視し

た、⑤その結果、英国経済は衰退した、というものである。総じて同書は、ジェントルマ

ン資本主義が持つ非合理的な精神性や価値観が英国経済を衰退させたのだと主張している。

私見ではこのウィーナーの主張は、広い意味では「ものづくり経済」こそが、資本主義経

済の本質であるという M.ウェーバーの『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』

に通じる見解のように思われる。 

 これに対して、W.D.ルービンスティンの『衰退しない大英帝国：経済・文化・教育 

1750-1990』は、むしろそのジェントルマン資本主義的な金融経済が、名誉革命から今日ま

で一貫して英国経済の中心であり、それがゆえに、シティは今日でも世界の金融経済の中

心として機能しているのだと主張し、ウィーナーを批判した。私見ではこのルービンステ



ィンの主張は、広義には、資本主義の発祥や本質を巡ってウェーバーと真っ向から対立し

たゾンバルトの『ユダヤ人と経済生活』に通じる見解のように思われる。 

そして、ルービンスティン以降の経済史家たちの間では（ルービンスティンの結論を肯

定するか否定するかは、多様であるようだが）、英国は産業革命の発祥地であるという歴史

的事実はあれども、産業資本主義が英国の中心であった期間は短く、むしろこのジェント

ルマンに担われた金融資本主義が、今も昔も英国経済の中心であるという見解にコンセン

サスが得られているようである。 

問題は、英国の現代経済は金融資本主義が中心であるとしても、ウィーナー的見解（英

国の経済は衰退している）とルービンスティン的見解（英国の経済は衰退していない）の

矛盾をどのように解すればよいかということである。この点について、やはり著名な英国

経済史家である川北稔は、以下のような指摘をしている。第一にウィーナーの「ジェント

ルマン資本主義の非合理性」は、本当に経済発展を妨げるのかという点についての指摘で

ある。なぜならば、たとえば事業に対する初期投資というものは、かならずしもその事業

が合理的に収支計算できるから行われるとは限らないし、実際、産業を支えるインフラ整

備についてはジェントルマンたちの地元に対する愛郷心や見栄のような非合理的な精神性

に基づいた投資によって支えられてきたことを歴史的事実として指摘できるからである。

第二にジェントルマンによって支えられてきた金融資本主義が名誉革命以来、長く英国経

済の中心にあったとしても、その性質はずっと変容していないのかという点についてであ

る。初期の伝統的なジェントルマン資本主義が上記のように「非合理的な精神性」をかか

えていたのに対し、サッチャー政権による金融ビッグバン以降、グローバル化した「シテ

ィ」は、ジェントルマン資本主義の持つ「非合理的な精神性」を失う一方、（外国人投資家

が多く参入したこともあって）、利得に対して純粋に合理的な金融投資家による Neo 

Liberalism の根拠地に変容した可能性は考慮に入れられるべきだからである。 

私見ではこれらの指摘には大きな妥当性があると考えるが、同時に、これらの問題につ

いては、さまざまな地域や時代への適用可能性を広げるために、理論的な立場からも深く

掘り下げる必要があると思われる。 

 

3．本研究の射程 

そこで本研究は、経済史家の既存の研究成果（二次資料）に依拠しつつも、経済社会学

の分析枠組を通して、英国経済の盛衰について再解釈を与えることを企図する。本研究の

分析枠組は、J.ヒックスの『経済史の理論』における「市場の類型」（伸縮価格市場と固定

価格市場）と K.ポランニーの『大転換』による「経済の類型」（家政、再分配、互恵、交換）、

および S.ストレンジの「構造的権力」の諸概念を組み合わせて、方法論的関係主義的に再

構成したものを用いる。なぜなら（ヒックスの『経済史の理論』とポランニーの『大転換』

については、しばしば、両者の結論の相違が指摘されているが、それはともあれ）、彼らの

類型を組み合わせることで、より複雑化した現実の経済社会分析にかなう分析枠組をつく

ることができると思われるためである。 



 また本研究では、第一に英国経済の中心が、伝統的にジェントルマン資本主義にあった

としても、かつてその安定性が確保され、市場の自己準拠的な「空回り」を防ぎ得ていた

理由の一つとして、やはり（それはパターナリスティックな性質を持つものではあるが）

ジェントルマンの持つ「経済的には非合理的と思える精神」の存在は重要であったという

こと、第二に、英国の市民社会は現在においても、「経済的には非合理的な」互恵的団体を

他のヨーロッパ諸国と比しても多く保持しているが、かりにこれらが、「強欲資本主義」の

さらなる流入等の理由によって失われるならば、結果として、経済社会の「不確実性」は

一層拡大し、市場もそれ以外の社会領域も（一時的な活況はあれども）長期的には弱体化

する可能性があるということ、を理論的に説明することを予定している。 
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